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新たに復元・奉納された刀剣「令和の蛍丸」 御朱印は別料金となります

5月31日土
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筑後乃国阿蘇神社は、南北朝時代の戦いで傷んだ名刀を無数の蛍が修復したといわれる
「蛍丸」の伝承で知られていますが、現代の日本では、かなり山を分け入った奥地でしか、
もう蛍を見ることができなくなりました。
ところが、みやま市では山川町の蒲池山ため池上流で、今もなお蛍観賞ができます。
蒲池山ため池は、1717年柳川藩の重臣・田尻惣馬によって整備拡張され、水田灌漑用に改造された大きな貯水池です。当時は、
機械も何もない時代で、多くの人力にたよった一大工事でした。完成により、大根川の水源として下流域の多くの田畑を
潤すことが可能になり、地元の特産である「山川みかん」栽培にも欠かせない用水として今日も恵みを与え続けています。
また、福岡県で唯一「全国ため池百選」に選ばれるほど環境が保たれ、池の上流では今でも蛍の乱舞を堪能できます。今年も、
気象条件により多少前後するかもしれませんが、5月末頃から6月初旬の20:00～21:00にかけて、みやま市かも川公園
（山川町蒲池山ため池上流）で、ほたる観賞ができます。
蛍観賞のマナーはとても重要です。蛍を採集してしまったり、光でコミュニケーションをとっている蛍に対し人工的な
照明を向けることにより交配ができずに子孫を残せなかったり、またゴミを捨てることなどはもってのほかです。そして、
観光客が道を塞ぎ、地域住民の交通に支障を来したりすることのなきよう、みんなでマナーを守りながら次の世代も蛍
観賞ができる「みやま市」を維持したいですね。

山川ほたる鑑賞
誇り高き地域の歴史と伝統

水のみやこ山門のくに、ありがとうの風景 つきなみ旅連載コラム vol.8
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旧暦の５月５日にあたるこの日、阿蘇の大明神である「健磐龍命」を祀る「筑後乃
国阿蘇神社」から、つきなみ旅 ® をご用意いたしました。健磐龍命は、磐と龍蛇に
まつわる神様で、地震など自然の災いを鎮めること、水を治めることができるあり
がたい神様です。そして、兼務社でもある水天宮も水の神様ですね。古代より、稲
作を中心とした文化を育んで来たこの国では水を治めることがとても大事でした。
この阿蘇神社の鎮座する地は海津と呼ばれ、古代の古代には湊（津）があったよう
です。実際、水天宮の前は水路になっており、藁でつくった蛸の御供物が奉納
され往時を偲ぶことができます。そして蛍、矢部川流域は源氏蛍の発生地として
国の天然記念物にも指定されており、なにかと水にかかわる文化の香りが感じられ
ますね。雑木の庭が美しい武蔵野カフェの周りは、水路や社、麦畑、蛍と共に水が
支える暮らしの風景が美しい佇まいを見せてくれます。

たけいわたつのみこと


